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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度の世界経済は、米中貿易摩擦による不透明感から、中国では停滞局面が続いており、米国は昨年

半ば以降、設備投資や輸出に弱さが見られるものの、個人消費を中心に景気は底堅く推移しました。一方、国内経

済でも生産、輸出とも年明け以降弱含みで推移しており、景気の回復は力強さに欠けるものとなりました。

このような経済情勢の下、当社連結グループの物流事業分野では、グローバルネットワークを活かした国際物流

貨物や大型プロジェクト輸送の受注拡大と既存作業の収益力向上を進めており、機工事業分野では、ＳＤＭ(大型定

期修理工事)・製造基盤整備工事を中心に工事量拡大を図りながら工程効率化による原価率改善ならびに動員力の強

化を進めてまいりました。

その結果、当連結会計年度における売上高は5,725億16百万円と前期比7.6％の増収となりました。また、利益面

においては、営業利益が392億47百万円と24.3％の増益となり、経常利益は391億84百万円と25.9％、親会社株主に

帰属する当期純利益は274億70百万円と41.6％のそれぞれ増益になりました。

当連結会計年度のセグメントごとの業績は次のとおりであります。

　

　①物流事業

港湾事業では、新規航路を含む主要船社のコンテナ取扱量が好調に推移したことに加え、この取扱量が臨港地区

の倉庫作業にも繋がり増収となりました。国際物流事業では、海外におけるプロジェクト輸送や自動車部品物流が

堅調に推移し、海外向けの設備輸出作業の増加もあり、取扱いが拡大しました。３ＰＬ事業では、店舗向け配送作

業の増加に加え、消費材や化成品の取扱量が増加しました。構内事業では、東南アジアでの作業量増加や中東にお

ける新規構内操業等が順調に収益を拡大し、物流事業全体で増収増益となりました。

売上高は2,891億81百万円と前期比5.4％の増収、セグメント利益（営業利益）は101億21百万円と前期比5.4％の

増益となりました。

なお、当連結会計年度の売上高に占める割合は50.5％であります。

　②機工事業

設備工事では、電力・環境関連工事や大型橋梁架設工事等の完成に加え、構内を中心とした設備の更新・改良・

解体工事等が好調に推移しました。保全作業では、今年度は石油・石化構内設備のＳＤＭがメジャー年であり、前

期マイナー年と比較した工事量の増加に加え、追加・周辺付帯工事等の獲得による拡大が進みました。海外では、

ＳＤＭが増加したことに加え、設備関連の製造ライン追加・付帯工事獲得等により、機工事業全体では増収増益と

なりました。

売上高は2,578億93百万円と前期比10.6％の増収、セグメント利益（営業利益）は272億17百万円と前期比33.8％

の増益となりました。

なお、当連結会計年度の売上高に占める割合は45.1％であります。

　③その他

ＳＤＭの増加に伴う機材賃貸ならびに交通インフラの整備・補修作業の増加に加え、製作工場作業における施工

管理の強化・コスト改善等により増収増益となりました。

売上高は254億41百万円と前期比4.7％の増収、セグメント利益（営業利益）は17億２百万円と前期比16.8％の増

益となりました。

なお、当連結会計年度の売上高に占める割合は4.4％であります。
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（２）当期の財政状態の概況

（流動資産）

当連結会計年度末における流動資産は2,047億93百万円であり、前連結会計年度末に比べ105億42百万円、5.4％増

加しました。主な要因は、作業量の増加による現金及び預金、ならびに受取手形及び売掛金の増加等によるもので

す。

（固定資産）

当連結会計年度末における固定資産は2,047億19百万円であり、前連結会計年度末に比べ30億40百万円、1.5％減

少しました。主な要因は、時価下落による投資有価証券の減少等によるものです。

（流動負債）

当連結会計年度末における流動負債は1,386億34百万円であり、前連結会計年度末に比べ14億38百万円、1.0％減

少しました。主な要因は、未払法人税等および未払消費税の増加と１年内に償還期日が到来する社債の減少との差

等によるものです。

（固定負債）

当連結会計年度末における固定負債は725億22百万円であり、前連結会計年度末に比べ72億２百万円、9.0％減少

しました。主な要因は、長期借入金の減少等によるものです。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産は1,983億55百万円であり、前連結会計年度末に比べ161億43百万円、8.9％増加

しました。主な要因は、利益剰余金の増加とその他有価証券評価差額金および為替換算調整勘定の減少との差等に

よるものです。

当連結会計年度末の自己資本比率は、前連結会計年度末を3.4ポイント上回る47.9％となっております。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ73億53百万

円増加し、当連結会計年度末残高は356億53百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における営業活動による資金の増加額は、495億87百万円となりました。

前連結会計年度との比較では、法人税等の支払額および未払消費税の支出額が減少したことに加え、債権流動化

の実行額を増加させたこと等により、資金の収入は268億27百万円増加しました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における投資活動による資金の減少額は、98億12百万円となりました。

前連結会計年度との比較では、固定資産の取得による支出が増加した一方、有価証券および固定資産の売却によ

る収入も増加したこと等により、資金の支出は９億22百万円減少しました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における財務活動による資金の減少額は、317億57百万円となりました。

前連結会計年度との比較では、国内無担保普通社債を償還したこと、長期借入金の調達がなかったこと等により、

資金の支出は215億44百万円増加しました。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2016年３月期 2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期

自己資本比率（％） 38.9 41.7 44.5 47.9

時価ベースの自己資本比率（％） 41.9 53.3 79.3 79.8

債務償還年数（年） 7.7 1.0 1.4 0.1

インタレスト・カバレッジ・レシオ
（倍）

7.9 48.5 35.5 92.1

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

債務償還年数：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

（注２）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象と

しています。

（４）次期の見通し

次期の環境認識としては、米国景気は民間が主導する展開で引き続き堅調であるものの、政策の効果が薄れてい

くことで、徐々に成長率は減速するものと予測しており、中国は米中貿易摩擦等の影響もあり、総じて成長加速は

困難であると認識しております。国内は、世界経済の減速を背景に輸出は伸び悩むと予測されますが、老朽化設備

の更新や人手不足を背景とした省力化・合理化投資は底堅く推移するものと考えております。

かかる環境認識の下、中期経営計画の三年目を迎え、次の100年へ繋げるための礎となるよう「中期経営計画

2020」にて掲げた四つの経営戦略である「収益力向上」・「人財強化」・「事業拡大」・「基盤強化」へ引き続き

戦略的に取り組んでまいります。

　その結果、次期の連結業績見通しにつきましては、売上高5,650億円、営業利益350億円、経常利益355億円、親会

社株主に帰属する当期純利益240億円を予想しております。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、株主に対する安定的な利益還元を経営の最重要課題の一つとして認識しており、将来の事業展

開に備え、戦略的な設備投資ならびに財務体質の強化を図りながら、業績に基づく成果の配分を行なうことを利益

配分の基本方針としております。

この方針の下、当期につきましては、中間にて１株当たり普通配当45.0円、創業100周年記念配当10.0円の計

55.0円の配当を実施しました。期末配当としては、当初の配当予想を10.0円増配し、1株当たり55.0円とすること

を予定しております。年間配当金は記念配当を含め１株当たり110.0円となります。

　次期の利益配当金につきましては、１株当たり中間配当金50.0円、１株当たり期末配当金50.0円を予定しており

ます。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社では現在、日本基準を適用して財務諸表を作成しており、現時点においては当面の間、日本基準の適用を継続し

ていく予定であります。今後については、当社グループの事業展開の状況および国内他社のＩＦＲＳ（国際財務報告基

準）採用動向を踏まえつつ、ＩＦＲＳ適用の検討を進めていく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当連結会計年度
(2019年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,812 35,782

受取手形及び売掛金 150,559 155,204

有価証券 2,127 1,663

未成作業支出金 4,333 3,267

その他のたな卸資産 1,768 1,748

その他 6,836 7,329

貸倒引当金 △187 △201

流動資産合計 194,251 204,793

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 59,553 58,865

機械装置及び運搬具（純額） 14,816 14,168

土地 59,803 60,064

リース資産（純額） 6,871 6,747

建設仮勘定 1,059 846

その他（純額） 2,893 3,031

有形固定資産合計 144,998 143,723

無形固定資産

のれん 3,646 2,482

その他 4,586 5,483

無形固定資産合計 8,233 7,966

投資その他の資産

投資有価証券 27,262 23,804

退職給付に係る資産 6,429 6,704

繰延税金資産 9,375 11,521

その他 13,114 12,238

貸倒引当金 △1,654 △1,240

投資その他の資産合計 54,527 53,029

固定資産合計 207,759 204,719

資産合計 402,010 409,513
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当連結会計年度
(2019年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 76,792 78,889

短期借入金 12,516 11,006

1年内償還予定の社債 12,000 －

リース債務 3,347 3,067

未払法人税等 5,109 9,221

未成作業受入金 2,031 1,431

賞与引当金 6,691 9,002

役員賞与引当金 374 468

工事損失引当金 103 258

完成工事補償引当金 63 65

その他 21,041 25,222

流動負債合計 140,072 138,634

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 15,815 8,985

リース債務 4,853 4,638

繰延税金負債 502 548

再評価に係る繰延税金負債 4,530 4,520

役員退職慰労引当金 180 191

退職給付に係る負債 30,124 29,965

資産除去債務 2,170 2,261

その他 1,548 1,410

固定負債合計 79,725 72,522

負債合計 219,797 211,157

純資産の部

株主資本

資本金 28,619 28,619

資本剰余金 12,704 12,915

利益剰余金 139,622 160,414

自己株式 △8,742 △8,757

株主資本合計 172,204 193,193

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,680 5,623

繰延ヘッジ損益 △35 △11

土地再評価差額金 △1,351 △511

為替換算調整勘定 △1,137 △3,609

退職給付に係る調整累計額 1,501 1,506

その他の包括利益累計額合計 6,658 2,996

非支配株主持分 3,350 2,165

純資産合計 182,212 198,355

負債純資産合計 402,010 409,513
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

売上高 531,956 572,516

売上原価 480,189 512,380

売上総利益 51,766 60,136

販売費及び一般管理費 20,185 20,889

営業利益 31,581 39,247

営業外収益

受取利息 420 323

受取配当金 524 701

持分法による投資利益 55 69

その他 1,462 1,457

営業外収益合計 2,463 2,551

営業外費用

支払利息 640 538

為替差損 1,065 980

その他 1,213 1,095

営業外費用合計 2,919 2,614

経常利益 31,125 39,184

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,443

社会保険料還付金 463 －

特別利益合計 463 1,443

特別損失

減損損失 1,217 －

固定資産除売却損 330 －

特別損失合計 1,547 －

税金等調整前当期純利益 30,040 40,628

法人税、住民税及び事業税 10,176 13,887

法人税等調整額 174 △1,262

法人税等合計 10,351 12,624

当期純利益 19,689 28,004

非支配株主に帰属する当期純利益 287 533

親会社株主に帰属する当期純利益 19,402 27,470
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当期純利益 19,689 28,004

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,115 △2,055

繰延ヘッジ損益 43 23

為替換算調整勘定 1,106 △2,463

退職給付に係る調整額 555 70

その他の包括利益合計 3,820 △4,424

包括利益 23,510 23,579

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 23,126 22,969

非支配株主に係る包括利益 383 609
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2017年４月１日 至 2018年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 28,619 12,726 124,120 △8,696 156,770

当期変動額

剰余金の配当 △3,933 △3,933

親会社株主に帰属す

る当期純利益
19,402 19,402

自己株式の取得 △45 △45

自己株式の処分 0 0 0

土地再評価差額金の

取崩
33 33

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△22 △22

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － △21 15,502 △45 15,434

当期末残高 28,619 12,704 139,622 △8,742 172,204

その他の包括利益累計額

非支配株主持

分
純資産合計その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ損

益

土地再評価差

額金

為替換算調整

勘定

退職給付に係

る調整累計額

その他の包括

利益累計額合

計

当期首残高 5,603 △79 △1,317 △2,155 916 2,966 3,144 162,881

当期変動額

剰余金の配当 △3,933

親会社株主に帰属す

る当期純利益
19,402

自己株式の取得 △45

自己株式の処分 0

土地再評価差額金の

取崩
33

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△22

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

2,077 43 △33 1,018 585 3,691 205 3,896

当期変動額合計 2,077 43 △33 1,018 585 3,691 205 19,331

当期末残高 7,680 △35 △1,351 △1,137 1,501 6,658 3,350 182,212
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当連結会計年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 28,619 12,704 139,622 △8,742 172,204

当期変動額

剰余金の配当 △6,050 △6,050

親会社株主に帰属す

る当期純利益
27,470 27,470

自己株式の取得 △14 △14

連結範囲の変動 211 211

連結子会社と非連結

子会社との合併によ

る増減

612 612

土地再評価差額金の

取崩
△839 △839

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△401 △401

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 211 20,792 △14 20,988

当期末残高 28,619 12,915 160,414 △8,757 193,193

その他の包括利益累計額

非支配株主持

分
純資産合計その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ損

益

土地再評価差

額金

為替換算調整

勘定

退職給付に係

る調整累計額

その他の包括

利益累計額合

計

当期首残高 7,680 △35 △1,351 △1,137 1,501 6,658 3,350 182,212

当期変動額

剰余金の配当 △6,050

親会社株主に帰属す

る当期純利益
27,470

自己株式の取得 △14

連結範囲の変動 211

連結子会社と非連結

子会社との合併によ

る増減

612

土地再評価差額金の

取崩
△839

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△401

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△2,057 23 839 △2,472 5 △3,661 △1,184 △4,845

当期変動額合計 △2,057 23 839 △2,472 5 △3,661 △1,184 16,143

当期末残高 5,623 △11 △511 △3,609 1,506 2,996 2,165 198,355
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 30,040 40,628

減価償却費 14,553 14,456

のれん償却額 1,323 1,144

貸倒引当金の増減額（△は減少） 252 △717

賞与引当金の増減額（△は減少） 358 2,310

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 12 93

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △640 △332

受取利息及び受取配当金 △945 △1,024

支払利息 640 538

持分法による投資損益（△は益） △55 △69

減損損失 1,217 －

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） － △1,443

有形固定資産除売却損益（△は益） 330 －

売上債権の増減額（△は増加） △15,219 △5,607

未成作業支出金の増減額（△は増加） △726 1,062

たな卸資産の増減額（△は増加） △227 12

仕入債務の増減額（△は減少） 3,829 2,304

未成作業受入金の増減額（△は減少） 1,226 △551

その他 △467 6,248

小計 35,504 59,053

利息及び配当金の受取額 1,009 1,050

利息の支払額 △628 △553

法人税等の支払額 △13,125 △9,962

営業活動によるキャッシュ・フロー 22,759 49,587

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △363 △99

定期預金の払戻による収入 138 456

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △2,231 △2,518

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 2,174 3,843

有形固定資産の取得による支出 △10,012 △11,328

有形固定資産の売却による収入 576 1,849

無形固定資産の取得による支出 △1,239 △2,196

子会社株式の売却による収入 － 306

貸付けによる支出 △7 △12

貸付金の回収による収入 12 9

その他 215 △122

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,735 △9,812
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 97,633 153,122

短期借入金の返済による支出 △99,442 △153,974

長期借入れによる収入 7,046 －

長期借入金の返済による支出 △7,281 △7,236

リース債務の返済による支出 △3,865 △3,694

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△274 △1,634

自己株式の取得による支出 △45 △14

自己株式の売却による収入 0 －

社債の償還による支出 － △12,000

配当金の支払額 △3,931 △6,047

非支配株主への配当金の支払額 △52 △75

その他 － △202

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,212 △31,757

現金及び現金同等物に係る換算差額 290 △938

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,101 7,078

現金及び現金同等物の期首残高 25,909 28,300

連結子会社と非連結子会社合併による現金及び現金
同等物の増加額

－ 274

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

289 －

現金及び現金同等物の期末残高 28,300 35,653
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

　

(表示方法の変更)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日)を当連結会計年度の期

首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示し

ております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、顧客の原材料や製品の輸送を担うロジスティクス事業と顧客の生産設備の建設・維持を担うプラント・

エンジニアリング事業を主力事業としていることから、「物流事業」、「機工事業」の２つを報告セグメントとし

ております。

「物流事業」は、港湾運送、海上運送、一般貨物自動車運送、輸出入、工場内運搬作業他を行っております。

「機工事業」は、工場設備工事・メンテナンス、重量物運搬据付、一般産業機械製作、設備土建他を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」と概ね同

一であります。報告セグメントの利益は、営業利益であります。なお、セグメント間の内部収益および振替高は、市

場価格等に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2017年４月１日 至 2018年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

連結財務諸
表計上額
(注)３物流事業 機工事業 計

売上高

外部顧客への売上高 274,481 233,173 507,655 24,300 531,956 － 531,956

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,255 4,552 9,808 8,609 18,417 △18,417 －

計 279,737 237,726 517,464 32,909 550,374 △18,417 531,956

セグメント利益 9,600 20,348 29,948 1,456 31,405 175 31,581

セグメント資産 209,140 133,758 342,898 13,788 356,687 45,341 402,028

その他の項目

減価償却費 9,134 3,734 12,868 1,685 14,553 － 14,553

持分法適用会社への
投資額

1,338 － 1,338 － 1,338 － 1,338

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

8,397 5,118 13,516 1,346 14,863 － 14,863

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム、人材派遣、機材

賃貸、土木・建築工事等の関連サービスを実施しております。

２．セグメント利益の調整額175百万円は、未実現利益調整額であります。また、資産のうち、調整額の項目に

含めた全社資産の金額は、45,838百万円であります。

その主なものは、親会社での余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証券)および管理部門に

係る資産等であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

連結財務諸
表計上額
(注)３物流事業 機工事業 計

売上高

外部顧客への売上高 289,181 257,893 547,074 25,441 572,516 － 572,516

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,134 4,086 8,221 9,534 17,755 △17,755 －

計 293,316 261,979 555,296 34,976 590,272 △17,755 572,516

セグメント利益 10,121 27,217 37,338 1,702 39,041 206 39,247

セグメント資産 208,552 137,600 346,152 15,206 361,358 48,154 409,513

その他の項目

減価償却費 9,147 3,568 12,716 1,740 14,456 － 14,456

持分法適用会社への
投資額

1,358 － 1,358 － 1,358 － 1,358

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

8,326 6,455 14,781 1,615 16,396 － 16,396

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム、人材派遣、機材

賃貸、土木・建築工事等の関連サービスを実施しております。

２．セグメント利益の調整額206百万円は、未実現利益調整額であります。また、資産のうち、調整額の項目に

含めた全社資産の金額は、48,657百万円であります。

その主なものは、親会社での余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証券)および管理部門に

係る資産等であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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【関連情報】

　

前連結会計年度(自 2017年４月１日 至 2018年３月31日)

１. 製品及びサービスごとの情報

　 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２. 地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 アジア
北・南米

その他の地域
合計

437,922 79,149 14,883 531,956

(注) １．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２．各区分に属する主な国又は地域

　 アジア ・・・東アジア（中国、香港、台湾他）、東南アジア（シンガポール、

　 インドネシア、マレーシア、タイ他）、南アジア（インド）、中近東

　 （サウジアラビア他）

　 北・南米その他の地域・・・米国、ブラジル、欧州、その他の地域
　

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

　

３. 主要な顧客ごとの情報

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

新日鐵住金㈱ 76,283 物流事業、機工事業

当連結会計年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

１. 製品及びサービスごとの情報

　 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２. 地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 アジア
北・南米

その他の地域
合計

473,709 86,149 12,657 572,516

(注) １．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２．各区分に属する主な国又は地域

　 アジア ・・・東アジア（中国、香港、台湾他）、東南アジア（シンガポール、

　 インドネシア、マレーシア、タイ他）、南アジア（インド）、中近東

　 （サウジアラビア他）

　 北・南米その他の地域・・・米国、ブラジル、欧州、その他の地域
　

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。
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３. 主要な顧客ごとの情報

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

新日鐵住金㈱ 78,005 物流事業、機工事業

(注) 「新日鐵住金㈱」は2019年４月１日付で「日本製鉄㈱」へ商号変更しております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2017年４月１日
至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

１株当たり純資産額 2,956.07円 3,242.58円

１株当たり当期純利益 320.63円 454.02円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．2017年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。

これに伴い、１株当たり当期純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定し

ております。

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当連結会計年度
(2019年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 182,212 198,355

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 3,350 2,165

(うち非支配株主持分) (3,350) (2,165)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 178,862 196,190

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数(千株)

60,506 60,504

４．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2017年４月１日
至 2018年３月31日)

当連結会計年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 19,402 27,470

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
　当期純利益(百万円)

19,402 27,470

普通株式の期中平均株式数(千株) 60,511 60,505

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。
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４．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2018年３月31日)

当事業年度
(2019年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,500 8,729

受取手形 2,494 2,259

売掛金 104,312 108,159

未成作業支出金 3,118 2,444

その他のたな卸資産 1,496 1,517

前払費用 518 733

短期貸付金 1 1

関係会社短期貸付金 3,031 2,579

未収入金 706 565

その他 3,166 3,231

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 123,344 130,220

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 48,476 48,207

構築物（純額） 2,229 2,328

機械及び装置（純額） 6,436 6,626

船舶（純額） 196 161

車両運搬具（純額） 1,201 1,109

工具、器具及び備品（純額） 1,654 1,883

土地 53,860 53,316

リース資産（純額） 4,933 4,874

建設仮勘定 940 772

有形固定資産合計 119,928 119,280

無形固定資産

借地権 1,199 1,199

ソフトウエア 2,633 2,456

リース資産 181 333

電話加入権 175 175

その他 174 1,161

無形固定資産合計 4,363 5,325
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(単位：百万円)

前事業年度
(2018年３月31日)

当事業年度
(2019年３月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 19,214 15,677

関係会社株式 26,646 29,754

出資金 12 12

関係会社出資金 3,773 3,773

長期貸付金 458 457

従業員に対する長期貸付金 0 －

関係会社長期貸付金 5,734 4,572

破産更生債権等 1,120 413

長期前払費用 865 719

前払年金費用 2,661 3,284

差入保証金 3,470 3,448

繰延税金資産 6,472 8,564

その他 1,346 1,356

貸倒引当金 △1,502 △749

投資その他の資産合計 70,275 71,284

固定資産合計 194,567 195,890

資産合計 317,911 326,110

負債の部

流動負債

支払手形 5,579 6,117

買掛金 56,931 58,617

短期借入金 24,400 27,800

1年内返済予定の長期借入金 6,854 6,551

1年内償還予定の社債 12,000 －

リース債務 2,152 2,139

未払金 3,595 2,650

未払法人税等 3,141 6,895

未払消費税等 338 3,764

未払費用 3,241 4,849

未成作業受入金 486 287

預り金 2,147 2,387

前受収益 27 11

賞与引当金 6,345 8,588

役員賞与引当金 338 429

工事損失引当金 103 241

完成工事補償引当金 37 36

その他 55 18

流動負債合計 127,777 131,386

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 15,007 8,455

リース債務 3,167 3,195

退職給付引当金 23,847 23,703

再評価に係る繰延税金負債 4,530 4,520

資産除去債務 2,142 2,232

その他 515 500

固定負債合計 69,211 62,608

負債合計 196,988 193,995
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(単位：百万円)

前事業年度
(2018年３月31日)

当事業年度
(2019年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 28,619 28,619

資本剰余金

資本準備金 11,936 11,936

その他資本剰余金 461 461

資本剰余金合計 12,397 12,397

利益剰余金

利益準備金 310 310

その他利益剰余金 81,732 94,370

固定資産圧縮積立金 968 954

別途積立金 66,400 73,400

繰越利益剰余金 14,363 20,015

利益剰余金合計 82,042 94,680

自己株式 △8,742 △8,757

株主資本合計 114,317 126,940

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,992 5,697

繰延ヘッジ損益 △35 △11

土地再評価差額金 △1,351 △511

評価・換算差額等合計 6,605 5,174

純資産合計 120,923 132,115

負債純資産合計 317,911 326,110
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当事業年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

売上高 375,385 408,102

売上原価 342,629 370,604

売上総利益 32,756 37,497

販売費及び一般管理費 12,260 12,540

営業利益 20,496 24,957

営業外収益

受取利息 193 266

受取配当金 1,630 1,161

為替差益 － 15

受取賃貸料 259 261

その他 428 740

営業外収益合計 2,511 2,445

営業外費用

支払利息 385 333

社債利息 154 124

債権流動化手数料 113 135

為替差損 554 －

その他 313 343

営業外費用合計 1,522 936

経常利益 21,485 26,465

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,299

特別利益合計 － 1,299

特別損失

投資有価証券評価損 1,710 －

固定資産除却損 330 116

特別損失合計 2,040 116

税引前当期純利益 19,445 27,648

法人税、住民税及び事業税 6,126 9,350

法人税等調整額 252 △1,230

法人税等合計 6,379 8,120

当期純利益 13,065 19,528
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2017年４月１日 至 2018年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備

金

その他資

本剰余金

資本剰余

金合計

利益準備

金

その他利益剰余金

利益剰余

金合計
固定資産

圧縮積立

金

別途積立

金

繰越利益

剰余金

当期首残高 28,619 11,936 461 12,397 310 982 57,400 14,196 72,889 △7,748 106,157

当期変動額

別途積立金の積立 9,000 △9,000 － －

剰余金の配当 △3,946 △3,946 △3,946

当期純利益 13,065 13,065 13,065

自己株式の取得 △993 △993

自己株式の処分 0 0 0 0

固定資産圧縮積立金

の取崩
△13 13 － －

土地再評価差額金の

取崩
33 33 33

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 0 0 － △13 9,000 166 9,152 △993 8,159

当期末残高 28,619 11,936 461 12,397 310 968 66,400 14,363 82,042 △8,742 114,317

評価・換算差額等

純資産合

計

その他有

価証券

評価差額

金

繰延ヘッ

ジ損益

土地再評

価差額金

評価・換

算

差額等合

計

当期首残高 6,503 △79 △1,317 5,106 111,264

当期変動額

別途積立金の積立 －

剰余金の配当 △3,946

当期純利益 13,065

自己株式の取得 △993

自己株式の処分 0

固定資産圧縮積立金

の取崩
－

土地再評価差額金の

取崩
33

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,488 43 △33 1,499 1,499

当期変動額合計 1,488 43 △33 1,499 9,658

当期末残高 7,992 △35 △1,351 6,605 120,923
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当事業年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備

金

その他資

本剰余金

資本剰余

金合計

利益準備

金

その他利益剰余金

利益剰余

金合計
固定資産

圧縮積立

金

別途積立

金

繰越利益

剰余金

当期首残高 28,619 11,936 461 12,397 310 968 66,400 14,363 82,042 △8,742 114,317

当期変動額

別途積立金の積立 7,000 △7,000 － －

剰余金の配当 △6,050 △6,050 △6,050

当期純利益 19,528 19,528 19,528

自己株式の取得 △14 △14

自己株式の処分 －

固定資産圧縮積立金

の取崩
△13 13 － －

土地再評価差額金の

取崩
△839 △839 △839

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － － △13 7,000 5,651 12,638 △14 12,623

当期末残高 28,619 11,936 461 12,397 310 954 73,400 20,015 94,680 △8,757 126,940

評価・換算差額等

純資産合

計

その他有

価証券

評価差額

金

繰延ヘッ

ジ損益

土地再評

価差額金

評価・換

算

差額等合

計

当期首残高 7,992 △35 △1,351 6,605 120,923

当期変動額

別途積立金の積立 －

剰余金の配当 △6,050

当期純利益 19,528

自己株式の取得 △14

自己株式の処分 －

固定資産圧縮積立金

の取崩
－

土地再評価差額金の

取崩
△839

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△2,295 23 839 △1,431 △1,431

当期変動額合計 △2,295 23 839 △1,431 11,191

当期末残高 5,697 △11 △511 5,174 132,115
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（４）個別財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。


